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2024 年４月 12 日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ひ ら ま つ 

代表者名 代表取締役社長兼 CEO 遠 藤 久 

（コード番号 2764  東証スタンダード） 

問合せ先 取 締 役 北 島 英 樹 

（ T E L ：  0 3  -  5 7 9 3  -  8 8 1 8 ） 

 

月次速報（単体）に関するお知らせ 
 

2024 年３月度の月次業績（単体）速報について、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

 

 
 

 

 

レストラン事業 

レストラン事業の売上高は 475 百万円（既存店前年 

同月比＋2.4%）、当期累計では 5,336 百万円（既存店

前年同期比＋12.9%）と前年を大幅に上回り好調に推移

しました。 

３月は、桜の開花が予想外に遅れたものの、卒業や

送別会など会食需要は底堅く、単価の高い利用が伸長

しました。また、法人営業チームの積極的な営業によ

り、当月においても大人数のパーティが受注に繋が

り、売上に大きく貢献しました。 

各店のメニューが春メニューに変わり、「フィリッ

プ・ミル 東京」（六本木）恒例の桜メニューをはじ

め、見た目にも色鮮やかな料理とともに、様々な人生

の節目をお祝いするシーンが、レストランのテーブル

で繰り広げられました。また、カフェ営業において

も、国立新美術館、及び「カフェ・ミケランジェロ」

（代官山）が引き続き好調に推移しており、前年比で

大幅なプラスとなっております。 

全社合計 

３月度における全社売上高は 1,289 百万円（前年同

月比＋9.2%）となり、昨月に続き前年を上回る結果と

なりました。これにより当期累計売上高は 13,650 百万

円（前年同期比＋11.3％）となり、前年を大幅に上回

ることができました。 

物価上昇や急激な円安など、引き続き景気の不安定

要因はあるものの、日経平均株価が初めて４万円台に

達したことに裏打ちされるように、３月は期末の駆け

込み需要が後押しとなり、各事業への集客増、単価ア

ップに好影響をもたらしました。また、引き続き堅調

なインバウンド需要もまた、ホテルおよびレストラン

の売上獲得に確実に繋がってきています。 
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注）１．各数値につきましては、速報値のため確定値と異なることがあります。 

（監査法人の監査は受けておりません） 

２. 上記数値は株式会社ひらまつ単体の数値であり、連結数値ではありません。 

３．各月の数値は百万円未満を四捨五入しております。 

４．開業より 15 か月経過した店舗を既存店とします。 

 

以 上 

ホテル事業 

ホテル事業の売上高は 380 百万円（既存店前年同月 

比＋10.1％）と前年同月を上回る結果となり、当期累

計は 4,483 百万円（既存店前年同期比＋11.5％）と好

調に推移することができました。 

３月は、桜の開花や春休みなど、例年であれば予約

の伸びが期待できる月となりますが、今年度は、例年

にない寒暖差や、桜の開花が予想以上に遅れたことか

ら、月内予約が伸びきらない状況にあったものの、単

価アップ施策が奏功し、前年を上回る結果となりまし

た。 

ホテル事業スタートから７年目を迎え、各ホテルそ

れぞれリピート率がアップしていることが安定した稼

働に繋がっていることに加え、販売価格の工夫や、来

館後の食事のグレードアップ提案、ペアリングのドリ

ンク提案など、単価アップへの取り組みが、売上に大

きく貢献しました。また、インバウンドの中でも、富

裕層 VIP の利用も徐々に増えはじめ、稼働と単価を引

き上げることに繋がっていることから、引き続き、積

極的なインバウンド営業を推進するとともに、富裕層

インバウンドに対応できる受け入れ体制も構築してま

いります。 

ブライダル事業 

ブライダル事業の売上高は 421 百万円（前年同月比 

＋16.2％）と前年同月を大幅に上回る結果となり、当

期累計においても 3,639 百万円（既存店前年同月比＋

14.0％）と好調に推移することができました。 

３月は小婚礼も増える一方で、大人数の披露宴を戦

略的に獲得してきたことにより、列席者の人数が前年

より平均５名増え、単価に大きく寄与する結果となり

ました。また、単価アップの施策においては、桜をテ

ーマにしたデザートビュッフェや、ソムリエとの連携

によるドリンクのバリエーションの提案など、レスト

ランならではの施策も奏功し、組単価は前年を上回る

水準となりました。 

新規見学者数は、コロナ前比でマーケット動向が全

国 68.4%（大手広告会社の調査による）と引続き厳し

い環境の中、当社は全店平均 126％とコロナ前を大幅

に上回る水準で推移しており、成約数においても期中

における月間最高数となりました。見学数を伸ばすた

めに積み重ねてきたデジタルマーケティング戦略や、

接客枠を増やすための工夫など、細やかな施策が好循

環を生み出す起点となることから、引き続き新規見学

数を伸ばす施策に注力してまいります。 


